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人口：90,097人(R2.9末現在）
面積：558ｋ㎡
平成16年11月 6市町村が合併

三重県伊賀市です



三重県伊賀市です

名産

伊賀市上野図書館・5分館図書室

江戸時代の藩校を、明治38年に県内最古の図書館として活用

書籍・典籍を多数所蔵



『俳聖 松尾芭蕉』 『伊賀流忍者』 『藤堂高虎』

国・県・市指定・登録文化財 550件

まだまだ、お宝が・・・

伊賀市の宝物

伊賀市所蔵 伊賀上野観光協会所蔵 西連寺所蔵



「文化薫る伊賀市」の課題

膨大な量の貴重資料！

資料保管場所が分散！

担当所属が違う！

図書館、文化交流課、文化財課、観光協会等

郷土教育、歴史・文化を伝承をするための

効果的な活用方法が見つからない！

どうすれば、解決できるか？



今こそ、デジタルアーカイブ！
伊賀市は何をしたか・・・

■官と民との横断的な体制構築

課題共有の場をセッティング

図書館が組織に横ぐしを刺す

学芸員・専門スタッフと事務職の連携

■スタッフいちおしの宝物をデジタル化



『デジタルミュージアム 秘蔵の国 伊賀』

https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11C0/WJJS02U/2421605100

伊賀市ホームページで検索



対象資料を、
発信したい５つのテーマにまとめると・・・

『芭蕉と俳諧の世界』

『伊賀流忍者』

『郷土資料』

『伊賀の文化財』

『伊賀の歴史探訪』
・芭蕉と遺蹟 ・和歌ゆかりの地 ・忍びの里伊賀

・壬申の乱と古代の伊賀 ・古代の王と古墳文化

・上野城と城下町 ・祭礼と神事 ・伊賀の寺社

・明治大正の伊賀



デジタルアーカイブの強み

所蔵館や伊賀市に行かなければ見られない
貴重資料が、

いつでも・どこでも・だれでも
見ることができるようになる。

全国組織のクラウド型ネットワークシステム
に搭載

⇒ 全国の『芭蕉』『忍者』関連地域が

繋がる



このように見ることができます

古文書やお軸の崩し字原本画像をスライドすると・・・

「崩し字」 「現代語訳」

伊賀市所蔵



みんなでデジタルアーカイブを活用
そ・し・て 作る！

■活用するのは図書館だけじゃない。

学芸員による歴史学習・学校でこどもの学びのお手伝い

 各地域での歴史学習

 全国に繋がる忍者研究

観光案内・シティプロモーションツール

■人材育成：デジタルアーキビスト養成



これからの図書館の役割
～ポストコロナ社会への対応～

図書館に行かなくても情報収集できる環境づくり

伊賀市の魅力・情報発信拠点

★ポイントは「繋がる」
①まち全体が図書館 学校・保育所・市民センター・高齢者サロン

②本も情報もアウトリーチ

③市民がスタッフ 読み聞かせボランティア・子どもたち



『デジタルミュージアム 秘蔵の国 伊賀』
でお待ちしています。


